
　
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、誰
も
が

共
に
尊
重
し
合
い
支
え
合
い
な
が
ら
、い
き

い
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、障
害
の
あ
る
人
が
地
域
の
中
で

自
立
し
て
、自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
、本
人
の
能
力
を
活
か
し
た
生
活
を

支
援
す
る
こ
と
も
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
一つ
と
し
て
、障
害
の
あ
る
人
に
と
っ
て
、

就
労
は
、社
会
的
・
経
済
的
に
自
立
す
る
た

め
の
重
要
な
条
件
と
な
り
ま
す
。 

　
市
で
は
、今
後
積
極
的
に
障
害
の
あ
る

人
の
就
労
を
支
援
す
る
た
め
、企
業
や
事

業
主
の
方
の
求
人
や
職
場
体
験
な
ど
の
情

報
を
求
め
て
い
ま
す
。ご
連
絡
を
い
た
だ
け

れ
ば
、職
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。 

　問

児
童
障
害
課
障
害
福
祉
係
蕁
内

４
５
３

　
 

    　
や
わ
た
児
童
室
の
利
用
日
お
よ
び
利
用

時
間
を
、次
の
と
お
り
変
更
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

利
用
時
間
 

　
午
前
９
時
〜
午
後
０
時
３０
分
 

休
室
日
 

　
月
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始
お
よ
び
土
・

日
曜
日
を
除
く
春
休
み
・
夏
休
み
・
冬

休
み
期
間
中
 

　問

児
童
障
害
課
蕁
内

４
８
０
、や
わ
た
児

童
室
蕁
９９８
・
１
１
６
０
 

児
童
障
害
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

お
子
さ
ん
に
つ
い
て
心

配
ご
と
や
悩
み
の
あ
る

方
は
「
家
庭
児
童
相

談
室
」へ
 

障
害
の
あ
る
人
の
求

人
や
職
場
体
験
情
報

を
求
め
て
い
ま
す
 

や
わ
た
児
童
室
か
ら
の

お
知
ら
せ
 

八潮市児童優秀選手賞表彰 八潮市児童優秀選手賞表彰 

八潮市体育賞表彰 八潮市体育賞表彰 

平成１６年度のスポーツの振興に貢献さ
れた方や、各種大会において優秀な成
績を収めた方を対象に、表彰が行われ
ました。受賞された方々をご紹介しま
す。（敬称略・順不同） 

《団体》八幡ドリームスポーツ少年団、八潮講武館
関道場、八潮柔道講武館スポーツ少年団 

 
《個人》萩原修平、嶋田明義、多田美咲輝、田中

邑季、井田葵、高橋洸平、黒田亨太、関
美樹、水谷大祐、湯浅志澄歌、大木涼歌、
清水諒、鈴木悠香、川上美紅、橋本恵理
佳、臼方大貴、内田真衣、我妻萌乃花、
我妻翔陽、塙隆之介、清水圭悟、湯田夏
輝、斎藤早葵、伊與部沙耶、長倉智史、
黒石愛、河野岳、大越一樹、鳴海翔 

《功労賞》大上博（剣道連盟） 
《優秀選手賞》小田木里子、小島トシ子、伊藤亜希

子、登山達至、吉川涼太、砂賀正史、田中
綾乃、奥島馨子、佐々木久治、山田亜由未、
衞藤仁、柴田恵利、平井美由紀、山本大輔、
松澤陽介、武田直城、中山誠刀海、矢部
祥太郎、河野祥大、松澤みづほ、峯岸怜平、
原田麻菜美、岩尾敬太、織原悠樹 

《優秀チーム賞》八潮市立大原中学校（水泳）、八
潮クラブ(バレーボール)、八潮市立大原中
学校男子ハンドボール部、ＶＩＣＴＯＲＹ(バ
レーボール)、八潮ソフトテニス愛好会、八潮
講武館関道場（柔道）、八潮市立八潮中
学校女子ハンドボール部 

《体育協会賞》岡田孝、峰岸忠信、山本好子、大
導寺正美、島野貫、鴇田純一、舘岡由光、
岡薫、山岸多美子、会田博、近藤信二、上
村強、田村敏弘、中嶋清喜、大場良彦、五
十嵐功 

《市内一周駅伝大会連続出場功労賞》（25回）宇
田川秀夫、佐藤義美　（10回）佐々木久治、
酒井俊一郎、飯田晴喜、田村嘉英、羽鳥
和弘、金子勲、西山益弘 
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家
庭
児
童
相
談
室
で
は
、
児
童
に
関

す
る
様
々
な
問
題
に
対
し
、
専
門
の
相

談
員
が
適
切
な
助
言
を
し
ま
す
。
ま
た
、

必
要
に
応
じ
て
児
童
相
談
所
な
ど
の
専

門
機
関
と
連
絡
を
と
り
、
問
題
の
解
決

に
あ
た
り
ま
す
。
 

　
相
談
の
秘
密
は
守
り
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

          相
談
日
時
 

　
月
〜
金
曜
日
、午
前
９
時
〜
午
後
４
時
 

相
談
場
所
 

　
家
庭
児
童
相
談
室（
市
役
所
２
階
児
童

障
害
課
内
）※
電
話
に
よ
る
相
談
も
可
 

相
談
内
容
　
 

・
育
児
の
不
安
や
心
配
に
つ
い
て
 

・
発
達
の
遅
れ
や
言
葉
の
遅
れ
な
ど
の
心
配

　に
つ
い
て
 

・
子
ど
も
へ
の
虐
待
に
つ
い
て
 

・
不
登
校
に
つ
い
て
 

・
非
行
に
つ
い
て
 

な
ど
 

費
用
 

　
無
料
 

　問

家
庭
児
童
相
談
室
蕁
内

４
７
２
 



委
嘱
を
受
け
、
一
人
ひ
と
り
の
学
習
を
大

切
に
し
た
授
業
に
な
る
よ
う
、
研
究
・
実

践
し
て
い
ま
す
。
平
成
１７
年
度
は
、「
教

育
に
関
す
る
３
つ
の
達
成
目
標
」
に
関
す

る
新
た
な
研
修
会
の
実
施
を
予
定
し
、
学

校
教
育
の
質
的
な
充
実
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
け
じ
め
の
あ
る
生
活
が
で
き
る

・
時
刻
を
守
る

・
身
の
回
り
の
整
理
整
頓
を
す
る

◆
礼
儀
正
し
く
人
と
接
す
る
こ
と
が
で
き

る・
進
ん
で
あ
い
さ
つ
や
返
事
を
す
る

・
て
い
ね
い
な
言
葉
づ
か
い
を
身
に

つ
け
る

◆
約
束
や
き
ま
り
を
守
る
こ
と
が
で
き
る

・
学
習
の
き
ま
り
を
守
る

・
生
活
の
き
ま
り
を
守
る

I
指
導
課
蕁
A
３
５
８
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✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣

心豊かな青少年をはぐくむ 
　今日、情報化や国際化、少子・高齢化などが急速に進展して
いることに伴い、個人の価値観も多様化し、青少年を取り巻く
環境は急激に変わってきています。そのような中で、青少年非
行の凶悪化や低年齢化などが顕著となっています。 
　今後、健全で、心豊かな社会を築いていくためには、社会情
勢等の変化に主体的に対応できる資質と意欲を持った青少年を
育成し、環境を整備していくことが求められます。 
　このため、平成３年に結成された「青少年育成八潮市民会
議」では、家庭や学校、地域社会と連携・協力して、青少年の
非行・事故防止および誇りと責任の自覚の向上、家庭の健全
化、社会環境の浄化などを図るため、青少年の主張大会や非行
防止キャンペーン、体験講座、親子名作映画劇場、市民講演会
などの各種活動を行っています。 
　市では、これらの活動を支援するために、同会議に年間８０
万円（３月１日現在、市民１人
当たり１０.５円）の補助金を支出
しています。 
　なお、現在、同会議では、２１
世紀を担う青少年の健全育成に
賛同される市民の方々や団体・
企業等に会員となっていただき、
市民の自主的活動の推進母体へ
と大きく成長することを目指し
ています。 
I社会福祉課蕁A３１６ 

青少年の社会参加等を図る 
「青少年の主張大会」 

〜
交
通
安
全
で
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
〜

新
入
学
シ
ー
ズ
ン
で
す
が
、
八

潮
市
で
は
交
通
安
全
対
策
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
ま

す
か
？

市
で
は
、
新
入
学
の
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
、
交
通
安
全
対
策
と
し

て
主
に
、
次
の
２
つ
の
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

①
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
実
施

市
で
は
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
と

し
て
、
４
月
６
日
か
ら
１５
日
ま
で
の
１０
日

間
、
草
加
警
察
署
・
交
通
安
全
関
係
団
体

と
協
力
し
て
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

・
広
報
活
動

広
報
車
で
市
内
を
回
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
す
。

・
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

け
や
き
通
り
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ

ん
に
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
す
。

・
交
通
安
全
教
室
の
実
施

市
内
の
各
小
学
校
で
交
通
安
全
教
室
を

開
催
し
、
道
路
の
安
全
な
渡
り
方
・
自
転

車
の
正
し
い
乗
り
方
・
自
動
車
の
死
角
や

飛
び
出
し
の
危
険
性
等
を
学
習
し
ま
す
。

・
通
学
路
お
よ
び
主
要
交
差
点
の
安
全
指

導
小
学
校
児
童
の
登
下
校
時
に
お
け
る
交

通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
、
通
学
路
や

主
要
交
差
点
に
お
い
て
、
交
通
指
導
員
お

よ
び
交
通
安
全
協
会
役
員
が
安
全
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

②
新
入
学
児
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

市
内
の
各
小
学
校
で
、
新
入
学
児
と
そ

の
保
護
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
学
習
を
行
い
ま
す
。

・
保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、
交
通
指
導
員
の

指
導
を
受
け
て
交
差
点
で
の
旗
振
り
を
学

習
し
ま
す
。

・
新
入
学
児
の
皆
さ
ん
は
、
交
差
点
で
の

安
全
な
渡
り
方
を
学
習
し
ま
す
。

◆
交
通
事
故
は
、
被
害
に
あ
っ
た
方
も
起

こ
し
た
方
も
と
て
も
悲
し
い
思
い
を
し
ま

す
。
交
通
安
全
で
最
も
大
切
な
こ
と
は
、

思
い
や
り
を
持
っ
て
お
互
い
が
交
通
ル
ー

ル
を
守
る
こ
と
で
す
。

I
交
通
防
災
課
蕁
A
３
０
８

QA

〜
今
、
身
に
つ
け
さ
せ
た
い

学
力
・
規
律
あ
る
態
度
・
体
力

の
基
礎
基
本
〜

昨
年
１１
月
、
埼
玉
県
教
育
局
は
、「
教

育
に
関
す
る
３
つ
の
達
成
目
標
」
を
公
表

し
ま
し
た
。

現
在
、
各
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に

「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
教
育
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く

む
教
育
を
一
層
推
進
す
る
た
め
の
取
り
組

み
と
し
て
、
小
・
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち

を
対
象
に
、「
学
力
」「
規
律
あ
る
態
度
」

エ
ス
テ
の『
無
料
体
験
』に
ご
注
意
！
 

「
無
料
」
と
い
う
誘
い
文
句
に
つ
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
か
？
　
契
約
金
額
が
高
く
な

く
て
も
次
々
に
高
い
化
粧
品
を
勧
め
ら

れ
、
結
局
、
高
額
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
多
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

【
相
　
　
談
】

店
を
の
ぞ
い
て
い
た
ら
「
無
料
な
の
で

体
験
し
て
み
な
い
か
」
と
声
を
か
け
ら
れ

施
術
を
受
け
た
。「
年
齢
よ
り
も
肌
が
衰

え
て
い
る
の
で
化
粧
品
を
変
え
て
は
。
効

果
を
確
認
す
る
の
で
月
に
１
回
は
施
術
を

受
け
て
も
ら
う
が
、
こ
れ
は
無
料
」
と
化

粧
品
の
購
入
を
勧
め
ら
れ
契
約
し
た
。
解

約
を
申
し
出
た
が
、「
化
粧
品
の
契
約
は

店
舗
契
約
な
の
で
解
約
で
き
な
い
」
と
言

わ
れ
た
。

【
お
答
え
し
ま
す
】

業
者
が
エ
ス
テ
を
無
料
で
運
営
で
き
る

は
ず
が
な
く
、
化
粧
品
の
販
売
で
得
た
利

益
で
エ
ス
テ
を
運
営
し
て
い
る
こ
と
が
推

測
で
き
ま
す
。
化
粧
品
だ
け
の
契
約
の
よ

う
に
み
え
ま
す
が
、
エ
ス
テ
に
伴
う
関
連

商
品
と
し
て
化
粧
品
を
購
入
し
た
と
考

え
、
使
用
し
た
化
粧
品
に
相
当
す
る
額
を

業
者
に
支
払
い
、
未
使
用
の
化
粧
品
を
返

す
こ
と
で
解
約
で
き
ま
す
。
自
宅
、
店
舗

な
ど
契
約
し
た
場
所
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
。

☆
エ
ス
テ
・
学
習
塾
・
家
庭
教
師
・
語
学

教
室
・
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
・
パ
ソ
コ
ン

教
室
に
つ
い
て
の
契
約
で
、
期
間
が
２
カ

月
（
エ
ス
テ
は
１
カ
月
）
を
超
え
、
金
額

が
５
万
円
を
超
え
る
も
の
に
は
、
消
費
者

に
次
の
よ
う
な
権
利
が
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

１
　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

契
約
し
た
時
、
業
者
は
「
契
約
書
」
を

交
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
消
費
者

は
、
こ
れ
を
受
領
し
た
日
を
含
め
て
８
日

間
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。

契
約
に
伴
っ
て
購
入
し
た
化
粧
品
や
教
材

な
ど
の
「
関
連
商
品
」
も
同
じ
で
す
。

２
　
中
途
解
約
権
と
違
約
金
の
制
限

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
を
経
過
し
た

後
で
も
、
理
由
を
問
わ
ず
、
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
中
途
解

約
が
で
き
ま
す
。「
関
連
商
品
」
も
同
じ

で
す
。
な
お
、
中
途
解
約
に
伴
っ
て
負
担

す
る
違
約
金
は
、
上
限
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
最
寄
り
の
消
費

生
活
相
談
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

I
商
工
振
興
課
蕁
A
３
３
６
、
県
消
費
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部
蕁
０４８
・
７３４
・

０
９
９
９

「
教
育
に
関
す
る

３
つ
の
達
成
目
標
」

「
体
力
」
の
３
つ
の
分
野
に
つ
い
て
、
学

習
指
導
要
領
に
基
づ
き
、
そ
の
学
年
で
確

実
に
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
基
礎
的
・
基
本

的
な
内
容
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
が
、

「
教
育
に
関
す
る
３
つ
の
達
成
目
標
」
で

す
。市

内
の
小
・
中
学
校
で
は
、
指
導
方
法

の
不
断
の
工
夫
・
改
善
に
努
め
て
き
ま
し

た
が
、
子
ど
も
た
ち
に
３
つ
の
達
成
目
標

の
内
容
を
確
実
に
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
そ
の
内
容
を
平
成
１７
年
度

の
教
育
計
画
に
位
置
付
け
、
指
導
体
制
や

指
導
方
法
の
一
層
の
創
意
工
夫
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
を
円
滑
に
進
め

る
た
め
に
は
、
学
校
だ
け
で
は
な
く
、
家

庭
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。
保
護
者

の
皆
さ
ん
に
は
、
家
庭
で
の
取
り
組
み
も

進
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。市

で
は
、『
き
め
細
や
か
な
教
育
』
を

実
現
す
る
た
め
、
市
内
１５
校
全
校
が
研
究

あ
な
た
の
ま
ち
の
図
書
館
を 

の
ぞ
い
て
見
ま
せ
ん
か 

平
成
１７
年
度
図
書
館
事
業
の
ご
案
内

◆
お
は
な
し
会

蘆
八
幡
図
書
館
（
幼
児
向
け
）
毎
週
火
曜

日
　
午
前
１１
時
〜
、（
小
学
生
向
け
）
毎

週
火
曜
日
　
午
後
３
時
３０
分
〜

蘆
八
條
図
書
館
（
幼
児
向
け
）
毎
週
木
曜

日
　
午
前
１１
時
〜
、（
小
学
生
向
け
）
毎

週
金
曜
日
　
午
後
３
時
３０
分
〜

◆
科
学
遊
び

蘆
八
幡
図
書
館
　
夏
休
み
期
間
中
（
日
程

未
定
）

蘆
八
條
図
書
館
　
毎
月
最
終
金
曜
日
　
午

後
３
時
３０
分
〜

◆
お
り
が
み
教
室
（
八
條
図
書
館
）

毎
月
第
３
土
曜
日
　
午
前
１１
時
〜

◆
映
画
会
（
八
條
図
書
館
）

毎
週
土
・
日
曜
日
を
中
心
に
、
平
日
も

上
映
　
午
前
１１
時
〜
・
午
後
２
時
〜

◆
朗
読
会
（
八
條
図
書
館
）

蘆
水
曜
朗
読
会
　
毎
月
第
４
水
曜
日
　
午

後
５
時
３０
分
〜

蘆
日
曜
朗
読
会
　
毎
月
第
３
日
曜
日
　
午

後
２
時
〜

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
４
月
１
日
か
ら
、
図
書
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト

（
ウ
ェ
ブ
予
約
）
受
付
開
始
し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
休
館
日
の
お
知
ら
せ

八
幡
・
八
條
図
書
館
　
５
月
２
日
豺

乕「税金で　みんなの笑顔　明るい社会」八潮中学校１年・会田裕恵さん、「税金を　生かして使おう　明日のために」大原中学校３年・阿部瞳さん（平成１６年度税に 
　 関する標語・埼玉県越谷県税事務所長賞） 
税金の納付には、安全・確実・便利な口座振替を。 

「
規
律
あ
る
態
度
」
の

小
学
校
低
学
年
の
例




